
GENERATIVE STRUCTURE

ミクロとマクロの
合致点
基層は、どのように具象世界へ

変換されるのか

階層間生成変換機構

ミクロ ⇄ マクロ

物質 ⇄ 意味
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DEFINITION

階層間生成変換機構とは何か
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微細な差異が関係し、一つのまとまりを形成する。

そのまとまりが、次の階層では新しい一単位として働く。

微細な差異 → 関係 → まとまり → 上位階層の単位 → 具象世界

各段階で外形や縮尺が変わっても、下位階層の関係は上位階層へ引き継がれる。

変換は一度ではなく、世界が立ち上がるまで連続している。









MICRO-MACRO ALIGNMENT

合致とは、外形が似ていることではない
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微細な差異 → 配列 → 関係 → 局所構造 → 全体構造

途中で事実を失わず、別の意味へ置き換えず、

生成を成立させる関係の筋が通り続けること。

形と縮尺が変わっても、異なる階層を貫く生成原理が保持される。





WHAT WAS BEING SEEN

基層だけを見ていたのではなかった
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基層 微細な差異・配列・関係

変換 階層を越えて具象が立ち上がる過程

往復 意味と行動が再び基層へ作用する

見えていたのは、基層と具象のあいだにある変換と循環そのものだった。



PAIRED CONCEPTS

世界の変換機構と、それを往復して認知する力
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階層間生成変換機構

基層と具象、物質と意味、

ミクロとマクロを相互に生成しながら接続する働き

次元往還能力

異なる階層を、事実と関係の筋を失わずに

往復して認知する知性

⇄

一方は世界に働く機構であり、もう一方はその機構を認知する力である。



CONTINUOUS GENERATION

世界は、細部から全体へ向かうだけではない。

細部から全体が生まれ、全体が再び細部を変える。

物質から意味が生まれ、意味が行動を生み、

行動が人間関係や制度、社会、物質の配置を変えていく。

その往復のなかで、具象世界は絶えず生成され続ける。
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